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日 時  平成３０年５月９日（水）午後１時３０分

場 所  青梅市役所３階教育委員会会議室
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第２回青梅市教育委員会（定例会）議事日程 

会  期 平成３０年５月９日（水） １日間

場  所 青梅市役所３階教育委員会会議室

１ 教育長開会および開議宣言 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 教育長報告事項 

４ 教育長閉議および閉会宣言

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

教育長報告（再掲） 

１ 議会報告（教育部）

２ 平成３０年度児童・生徒数および学級編制について（学務課）

３ 青梅市教育委員会事務委任規則第３条にもとづく専決処分の報告について（指導室）

４ 平成３０年度青梅市立小・中学校教科用図書採択日程について（教育指導担当）

５ 第１４回青梅市小・中学生の主張大会開催要項について（教育指導担当）

６ 第１４回青梅市小・中学生の主張大会実行委員会設置要項について（教育指導担当）

７ 平成３０年度青梅市教育委員会伝統文化奨励表彰実施要項について（教育指導担当）

８ 青梅市中央図書館開館１０周年記念特別講演会・青梅市子ども読書活動推進事業講演会

児童文学作家 佐藤まどか氏講演会について（社会教育課）

９ 諸報告

 (１) 委員会等会議録

  ア 青梅市図書館運営協議会会議録（社会教育課）

イ 青梅市美術館運営委員会会議録（文化課）

 (２) 事業等の実施予定について

  ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課）

 (３) 事業等の実施結果について

ア 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課）

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄
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出 席 者   教 育 長   岡 田 芳 典

教育委員会委員   手 塚 幸 子

教育委員会委員   大 野 容 義

教育委員会委員   稲 葉 恭 子

教育委員会委員   榎 本 淳一郎

出席説明員   教 育 長 (再 掲 ) 岡 田 芳 典

教 育 部 長   渡 辺 慶一郎

教 育 総 務 課 長   浜 中  茂    

学 務 課 長   石 川 裕 之

指 導 室 長   中 嶋 建一郎

教育指導担当主幹 拝 原 茂 行

学校給食センター所長 渡 部 亀四郎

社 会 教 育 課 長   塚 本 智 信

文 化 課 長   北 村 和 寛

書 記   教育総務課庶務係長   須 崎  満    

教育総務課庶務係 加 納 康 紀
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午後１時３０分開会

日程第１ 教育長開会および開議宣言 

【教育長（岡田）】 本日の定例会には、教育長および委員４名が出席しておりますので、本会議

は成立いたしました。

これより、平成３０年度第２回青梅市教育委員会定例会を開会いたします。

 本日の会議を開きます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 初めに、傍聴についてお諮りいたします。

ただいま青梅市新町にお住まいの○○さん１名の方から傍聴のお申し出がありました。

教育長として傍聴を許可したいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 ご異議ないものと認め、傍聴を許可します。

（傍聴人入場）

【教育長（岡田）】 傍聴の方に申し上げます。

お手元の傍聴券にお守りいただくことが記載してございますが、写真撮影、録音につきまして

も会議の妨害となりますので、行わないようお願いいたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第２ 会議録署名委員の指名 

【教育長（岡田）】 次に、会議録署名委員の指名を行います。

本日の会議録の署名委員には、稲葉委員を指名いたします。

【委員（稲葉）】 はい、わかりました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 次に、本日の議事進行につきまして、教育長報告事項３につきましては、議

事の都合上、本日審議される案件の最後に行います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第３ 教育長報告事項 

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項から始めます。

まず初めに、委員の皆様から報告を頂戴したいところでございますが、本日はこの後、青梅

市中学校教育研究会がございますので、時間がありましたら最後に伺いたいと存じますので、

ご了承いただきますようお願いいたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１ 議会報告（教育部）

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項を説明させていただきます。

初めに、教育長報告事項１、議会報告、を説明いたします。

【教育部長（渡辺）】 報告資料１の２月の定例議会の報告でございますが、本日お配りしてご
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ざいます報告資料につきましては、次回の教育委員会のときに改めましてご説明させていただき

たいと思いますので、お目通しをいただければと思います。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。よろしいですか。お目通しいただきまして、次回説

明の後、質疑を行いたいと思います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 平成３０年度児童・生徒数および学級編制について（学務課）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項２、平成３０年度児童・生徒数および学級編制につ

いて、を説明いたします。

【学務課長（石川）】 それでは、お手元にご配付させていただきました報告資料２にもとづき

まして報告させていただきます。

この資料は、平成３０年４月７日現在の児童・生徒数および学級数をお示ししたものでありま

す。左から、学校名、学年ごとの男女別児童・生徒数、その合計、届出学級数（実学級数）、特

別支援学級（固定）および特別支援学級・特別支援教室（通級）の児童・生徒数および学級数、

最後に合計という形になっております。

初めに、小学校の児童数ですが、表の中段の合計欄の太線で囲まれている行をご覧いただきた

いと存じます。小学校計の行にございます普通学級の児童数の合計は５，９７９人でございます。

昨年度は６，１５２人でありましたので、１７３人の減となっております。これは、卒業いたし

ました昨年度６年生の人数より、新たに入学いたしました新１年生の人数が１３８人少ないこと

が主な要因でございます。

次に、小学校の学級数でございます。届出学級数欄の計の欄をご覧いただきたいと存じます。

現在は２０４学級ですが、昨年度が２０９学級でしたので、５学級の減となっております。

続きまして、特別支援学級（固定）でありますが、児童数が２２４人、学級数が３１学級とな

っております。昨年度と比較いたしますと、児童数で３２名の増、学級数で３学級の増となって

おります。

また、特別支援学級・教室（通級）につきましては、児童数が２９０人となっております。昨

年度と比較いたしますと、児童数につきましては５２人の増となっております。

なお、成木小学校に小規模特別認定校ということで入学・または転学して在籍している児童に

つきましては、全児童７０人のうち３７人となっております。

続きまして、中学校であります。下から２段目の中学校計の生徒数合計欄をご覧いただきたい

と存じます。生徒数は合計で３，１６１人であり、昨年度が３，３２１人でありましたので、   

１６０人の減となっております。減少の理由でございますが、小学校同様、卒業いたしました昨

年度の３年生の人数より、新たに入学いたしました新１年生の人数の方が１６０人少ないことが

主な理由となっております。学級数につきましては、本年度は１０１学級、昨年度は１０３学級

でしたので、２学級の減となっております。
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また、特別支援学級（固定）につきましては、生徒数が１０６人、学級数が１６学級となって

おります。昨年度と比較しますと、生徒数が１０５人、学級数が１６学級でしたので、生徒数が

１名増、学級数については変動はありません。

特別支援学級（通級）につきましては、生徒数が５１人、学級数が６学級となっております。

昨年度と比較しますと、生徒数が４１名で学級数が５学級でしたので、生徒数が１０人の増、学

級数が１学級の増となっております。

第七中学校におけます小規模特別認定校制度の利用者は、全校生徒４９人のうち１４人となっ

ております。

次に、児童・生徒数の合計ですが、本年度につきましては普通学級が９，１４０人、昨年度の

普通学級は９，４７３人でしたので、トータルで３３３人の減となっております。学級数では、

本年度は３０５学級、昨年度は３１２学級でしたので７学級の減となっております。

特別支援学級（固定）を含め、全体では、表の右下の欄になりますが、児童・生徒数が     

９，４７０人、昨年度が９，７７０人でしたので３００人の減となっております。また、学級数

では本年度が３５２学級、昨年度が３５６学級でしたので、４学級の減となっております。

続きまして、次のページをご覧いただきたいと存じます。児童・生徒数の推移および推計をご

覧いただきたいと存じます。こちらの表につきましては、普通学級の４月７日現在の平成２５年

度～３０年度までの６年間の児童・生徒数の実数の推移および平成３１年度～３４年度までの４

年間の児童・生徒数の推計をお示ししたものでございます。全体で、１０年間の推移・推計とな

っております。

なお、表下欄外に記載しておりますが、平成３１年度以降の児童・生徒数につきましては、平

成２９年度東京都教育人口推計による数値となっております。この東京都教育人口推計につきま

しては、毎年５月に各教育委員会に人口推計にかかる基礎調査の提出を求めております。内容に

つきましては、４月１日現在の年齢別幼児数の校区別の０歳から６歳までを、また学区変更影響

または集合住宅建設予定戸数の状況等を報告し、都におきまして各市からの提出資料にもとづき、

過去の地区別の実績・増減等を勘案し、算出したものでございます。

平成３０年度４月７日現在と、表の一番右側の平成３４年度を比較いたしますと、小学校にお

きましては中段太枠の欄にお示ししております平成３０年度の人数は５，９７９人でありますの

で、平成３４年度は４９９人減の５，４８０人となっております。また学級数の比較では、平成

３４年度は１６学級減の１８８学級となっております。

次に中学校でありますが、表の下段から２行目をご覧いただきたいと存じます。小学校と同様

に、平成３４年度と比較いたしますと、平成３０年度の人数は３，１６１人でありますので、平

成３４年度は１４１人減の３，０２０人となっております。また、学級数の比較では、平成３４

年度は１０学級減の９１学級となっているところでございます。

説明につきましては以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ
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いますか。

【委員（大野）】 今年から吹上小学校の固定学級が発足したわけですよね。その人数が９名で

すか。情緒障害の学級ですよね。若草小学校が満杯状態で大変だったわけですけれども、吹上小

学校に特別支援学級（固定）ができたおかげで、若草小学校は幾らか和らいだのでしょうか。昨

年との比較の数字がないのでよくわからないのですが。

【教育指導担当主幹（拝原）】 吹上小学校に９名入ったのではございますが、実質、若草小学

校の方は減ってございません。若草小学校から吹上小学校に転出した児童も数名いるんですが、

それ以上に若草小学校の方にまた入ってきたお子さんが多かったので、若草小学校は１１学級の

ままで、学級減にはなってございません。

【委員（大野）】 特別支援の人数が増えているんですね。

【教育長（岡田）】 特別支援学級を希望される方が増えているということです。

ほかにいかがでしょうか。

【委員（手塚）】 感想ですが、過去の２５年から予測の３４年までで２，０００人も小・中学

生の数が減ってしまうって、これは教育委員会だけではどうすることもできない問題ではあるん

ですが、愕然としました。

【教育長（岡田）】 ほかにいかがでしょうか。

私の方から特徴的なことを何点か説明させてもらいますけれども、まず第三小学校の４年生・

５年生なんですが、４０人学級ぴったりで、もう１人いれば４学級だったんですが、４０人３学

級になっています。また、５年生もここでは１１９名ですが、１名転入がありまして今１２０名

ですので、第三小学校は上限の４０人学級というのが、４年、５年と入っています。

もう一点、第一中学校ですが、新１年生が６４名ということで、３５人学級としてでも２学級

ということで、創立以来初めてじゃないかなと思うんですけれども、学級減になっております。

第一小学校、第四小学校の子が３、４人私学に回っています。全員来たとしても７１名にいかな

かった状況がございます。来年度は８０名近くいたように記憶しておりますけれども、今年度に

あってはそういう状況がありました。

それから、第七小学校の入学式に行ったんですが、今年９名、昨年が８名ということで、２年

続けて１桁ということになっております。また、今年度だけですが、第六小学校も８名というこ

とで１桁の学校がございます。

また、先ほど課長から説明がありましたとおり、成木小学校については特認ということでの児

童を合わせた中でのようやく７０人という状況がございます。

それから、これは今年度検討していこうと思っているんですが、第三小学校および第三中学校

につきましては、児童・生徒の減少傾向が見られません。一方で、隣接します吹上小学校、吹上

中学校の、特に吹上中学校を見ていただきますと、今年は１年生は３５人学級ですので３６人２

学級ですが、２年生になりますと４０人学級ですので、吹上中学校は来年は１学級も出てしまう

ということがある中で、一方で第三中学校のように規模の大きいところもありますので、野上
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一・二丁目についての学区の見直しについてこれから検討していきたいというふうに思っており

ます。

私からの補足は以上です。ほかに何かご意見、ご質問があればお願いいたします。

【委員（大野）】 感想ですけれども、平成３０年と平成３４年の人数を比較してみると、私の

印象ですと、河辺駅から西の方はどんどん減るかなという印象があったんですが、数字で見ます

と、第三小学校が８２名減るんですよね。それから、今井小学校が５８人減るんです。若草小学

校が５０人、藤橋小学校が５３人減る。つまり、かなりの数がこの東部の地区でも減っているん

ですね。

【教育長（岡田）】 少子化の影響です。

【委員（大野）】 ですかね。要するに青梅市全体という感じですかね。

【委員（榎本）】 河辺小学校の特別支援学級、特別支援教室の上下段に分かれているのは？

【教育指導担当主幹（拝原）】 河辺小学校につきましては、ことばときこえの学級がございま

す。情緒障害の通級指導学級につきましては、特別支援教室にかわったということで全校なくな

っておりますが、ことばときこえにつきましては、通級指導学級はそのまま継続ですので、小学

校だけはことばときこえの教室があるということでございます。

【教育長（岡田）】 欄外に記載があるかと思います。

よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

４ 平成３０年度青梅市立小・中学校教科用図書採択日程について（教育指導担当）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項４、平成３０年度青梅市立小・中学校教科用図書採

択日程について、を説明いたします。 

【教育指導担当主幹（拝原）】 それでは、報告資料４をご覧ください。平成３０年度青梅市立

小学校教科用図書採択日程についてご説明いたします。 

５月２４日に第１回選定委員会を開催いたします。ここで選定委員の委嘱、任命、選定委員会

会長および専門委員会委員長、選定に関する諮問を行います。 

翌週５月下旬に開催する第１回専門委員会において、専門委員を委嘱し、調査研究を依頼いた

します。 

教科書の特別展示は６月１日から始まります。会場は今年度は青梅市役所６階の６０１会議室

に設置する教科書センターと中央図書館でございます。特別展示は６月１４日まで、その翌日か

ら７月４日までが法定展示でございます。 

その後、７月中旬に第２回選定委員会を開催し、専門委員会からの調査研究結果報告を受け、

７月下旬に開催する第３回選定委員会で答申案を決定する予定でございます。 

教育委員の皆様におかれましては、８月３日の教育委員協議会において選定委員会の答申につ

いてご説明申し上げ、同日開催の定例教育委員会において採択をしていただく日程となっており

ます。 
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なお、東京都教育委員会には、８月中旬までに報告する予定であります。 

続きまして、１枚おめくりいただきますと、中学校教科用図書採択日程でございます。 

こちらにつきましては、第１回選定委員会を５月２２日に開催いたします。それ以降につきま

しては、小学校教科用図書採択日程と同様になっております。 

以上でございます。 

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。 

私の方からちょっと確認ですけれども、中学校については道徳の教科書を新たに採択する予定

ですよね。小学校はどういう形でしたか。 

【教育指導担当主幹（拝原）】 小学校につきましては、今年度教科書採択の４年のサイクルに

当たるのが今回となっておりまして、次年度が新学習指導要領にもとづく教科用図書の採択とな

っておりますので、今回につきましては現在採択しております教科書を原則そのまま継続で採択

ということになりますので、調査報告書等を各委員に確認いただいて、それをもって採択にと考

えております。 

【教育長（岡田）】 そういうことで皆さんご理解いただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

【教育指導担当主幹（拝原）】 それから、前回の定例会において、小・中学校教科用図書採択

の諮問についてご協議いただいた際に、小学校の諮問事項に特別支援学級教科用図書が入ってお

らず、訂正させていただいたところでございますが、特別支援学級教科用図書も含めて小学校教

科用図書ということでお示しさせていただいておりましたので、前回の協議資料のままとさせて

いただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

【教育長（岡田）】 皆様よろしいですか。ではそのように取り扱わせていただきます。 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

５ 第１４回青梅市小・中学生の主張大会開催要項について（教育指導担当） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項５、第１４回青梅市小・中学生の主張大会開催要項

について、を説明いたします。 

【教育指導担当主幹（拝原）】 それでは、報告資料５をご覧ください。本年度で第１４回とな

ります青梅市小・中学生の主張大会の開催要項についてご説明いたします。 

１の趣旨につきましては、ここにございます３点でございます。昨年度との変更はございませ

ん。（１）点目といたしまして、青梅市内の小・中学生が、将来の夢や生き方、身近な生活や社会

に対する考え方、郷土への思いなどについて自分の考えや思いを発表し、自立心をはぐくむ貴重

な機会とすること。（２）点目としまして、小・中学生一人一人の様々な考えや思いを同世代の小・

中学生や保護者・市民が受け止め、理解を深める機会とすること。（３）点目としまして、小・中

学生が日々学校で学んだ成果を発表する場として活用すること、でございます。

２の主催につきましては、青梅市および青梅市教育委員会でございます。



9

３の運営については、実行委員会となります。

４の開催日時につきましては、１２月８日（土）の午後となります。

５の会場につきましては、昨年度と同じ霞共益会館を予定しております。

６の出場者募集方法につきましては、別に定める要項にもとづいて、一般公募および小・中学

校を通じて募集をいたします。

７の応募資格および８の出場者の決定につきましては、記載のとおりでございます。

９の発表方法につきましては、応募した原稿をもとに、小学校５・６年生は３分程度、中学校

１・２・３年生は５分程度で発表いたします。

１０の審査および表彰につきましては、ここに記載のある３つの賞といたします。

１１、主張大会終了後につきましては、文集を作成し、選出された児童・生徒に贈呈するとと

もに、各小・中学校や中央図書館などの公共施設に配布し、活用を図ってまいりたいと考えてお

ります。

説明は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

【委員（手塚）】 年々子どもさんたちのプレゼンテーションの仕方がとてもよくなってきていて、

後でいただいた文章で読むのと、子どもさんが自分の言葉や態度であらわしてくれたのと、文字

だけを見ているのと実際との違いというのをすごく感じてくるようになりました。今そんなに難

しくないと思うので、ぜひ動画で撮ってＤＶＤにまとめてあげて、各学校に渡してもらって、そ

の発表を、出ていない生徒さんたちが見る機会をもっていただけると、ますますレベルアップに

もつながると思いますし、たとえば自分の学校から出ている人のを見れば、あ、こんな人がいる

んだと思うし、ほかの学校がこうやって頑張っているんだと思えば、じゃうちの学校も出そうよ

というふうにつながっていくんじゃないかと思うんです。無理かもしれませんけれど、たとえば

多摩ケーブルさんなんかも取材に来てくださっているので、そういったプロのカメラでなくても

ホームビデオでも十分いいものが撮れますので、せっかくプレゼンテーションを学んでもらって

いるので、文字だけでない周知の仕方というのを考えていただければなと思います。

【教育指導担当主幹（拝原）】 今、手塚委員がおっしゃられましたように、昨年度もプレゼンテ

ーション力を高める機会にしたらどうかというご意見をいただきまして、それを意識した発表を

学校の方にも依頼しておりました。その成果も少しずつは出てきているのかなと思っております。

今いただいたご意見を参考にさせていただいて、映像でほかの子たちにも伝えられるような手段

をとっていきたいと考えております。

【教育長（岡田）】 映像化については、次回以降、また対応を検討した上でご報告させていただ

きたいと思います。そういう形でよろしいでしょうか。

ほかにはいかがでしょうか。よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄
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６ 第１４回青梅市小・中学生の主張大会開催要項について（教育指導担当） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項６、第１４回青梅市小・中学生の主張大会実行委員

会設置要項について、を説明いたします。 

【教育指導担当主幹（拝原）】 それでは、続きまして報告資料６をご覧ください。先ほどの開催

要項の中にございました実行委員会の設置要項でございます。

１の趣旨は、ここに記載のとおりでございます。

２の所掌事項につきましては、（１）から（５）に記載のとおり、主張大会の企画・運営から、

全般にかかわることでございます。

３の組織は、ここに掲げる１２名の方に実行委員としてご協力いただきます。特に後半の８番

以降の方々は、青少年委員協議会、青少年対策地区委員長連絡協議会、民生・児童委員、ＰＴＡ

連合会の方ということでご協力をいただいているところでございます。

４の委員長の職務および代理につきましては、記載のとおりでございます。

５の会議については、裏面に続きますが、（１）から（３）の内容となっております。

６から９につきましては、部会、報告、任期、そして庶務ということで、記載のとおりでござ

います。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

例年どおりのメンバーということです。よろしいでしょうか。 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

７ 平成３０年度青梅市教育委員会伝統文化奨励表彰実施要項について（教育指導担当）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項７、平成３０年度青梅市教育委員会伝統文化奨励表彰

実施要項について、を説明いたします。

【教育指導担当主幹（拝原）】 続きまして、報告資料７、平成３０年度青梅市教育委員会伝統文

化奨励表彰実施要項についてご説明させていただきます。

１の趣旨につきましては、青梅市における伝統文化の継承、発展および児童・生徒の郷土愛の

育成に資するため、伝統芸能を継承している児童・生徒を表彰するものでございます。

２の主催は、青梅市教育委員会でございます。

３の運営・庶務は、教育部指導室が担当いたします。

４の表彰期日と５の場所ですが、小・中学生の主張大会と同じ平成３０年１２月８日（土）、

霞共益会館でございます。

６の対象は、青梅市内に在住または在学の小学校児童および中学校生徒でございます。

７の推薦基準は、ここに記載のとおりでございます。

８の募集方法につきましては、広報おうめにて市民の皆様に周知を図りますとともに、お囃子

等の各団体の方や各学校においても周知を図ってまいります。また、推薦がある場合には、推薦
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書を指導室に提出していただきます。

９の募集期間は、ここにありますとおり、平成３０年７月６日（金）から９月７日（金）まで

でございます。

１０の被表彰者の決定は、（１）に示されているとおりでございます。被表彰者には、表彰状

と記念品を贈呈することになっております。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

【委員（稲葉）】 去年初めて霞共益会館に参加させていただいたんですけど、主張大会のメンバ

ーとは一緒に記念写真を撮ったんですが、文化奨励表彰の方と一緒に写真を撮った記憶があまり

ないんです。市民会館でしたときは全員で一緒に記念写真を撮ったんですけど、会場の都合かな

と思って。何かこの奨励の方では流れ解散のような感じでみんなが帰ってしまったような記憶が

ちょっとあるので、できればこの子たちも一緒に記念撮影をするといいかなと。あとは、広報に

も載せていただけると嬉しいかなと思います。ちょっとその辺、定かではないんですけれど。

【教育指導担当主幹（拝原）】 今ご指摘いただきました件については、昨年度の反省でも出てお

りまして、伝統文化奨励表彰につきましても集合写真を撮る場を設定していきたいと考えており

ます。

【教育長（岡田）】 じゃ、よろしくお願いいたします。

【委員（大野）】 お祭りのお囃子とか、後継者を育てるのも価値があると思うんですけれども、

伝統文化の範囲ですが、たとえば青梅固有のものというとらえ方ではなくて日本の伝統というふ

うにとらえたときに、たとえば毛筆習字とか、陶芸とか、お琴などの音楽関係とか、水墨画など

の美術関係とか、そういったものはこの範疇に入っていましたか。入ってはいないんでしたか。

もし要項の中にそういうものが入っているならば、今まで表彰した中にその分野っていないよ

うな気がするんですよ。ですから、それを周知してもらうといいし、また要項に入っていなかっ

たら、果たして今私が言ったようなもの、芸術関係のものをその中に入れたらいいのかどうかと

いうことについて、改めて検討していただくといいかなと思います。

【教育長（岡田）】 それでは、この伝統文化奨励表彰実施要項をよく吟味して、次回以降、どう

いう視点で過去にどういう分野の人を表彰したか確認した上で。巫女舞とか、舞いの人も表彰し

た記憶があるんですけど、そのままその人たちが東京都でも表彰されていました。御岳山在住の

子どもたちが。東京都にもそういう表彰がありますので、そういうものとの整合を見ながら、で

きる限り奨励していくということで、どこまで範囲を広げられるかを、今後教育委員会の方で提

出しまして、皆様のご意見を拝借して、その上で広げた要項の中で今年実施していくという方向

で進める形でよろしいでしょうか。

では次回以降、現状の要項、過去の表彰実績などをたたき台に出していただいて検討したいと

思います。よろしいでしょうか。
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┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

８ 青梅市中央図書館開館１０周年記念特別講演会・青梅市子ども読書活動推進事業講演会 

児童文学作家 佐藤まどか氏講演会について（社会教育課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項８、青梅市中央図書館開館１０周年記念特別講演会・

青梅市子ども読書活動推進事業講演会 児童文学作家 佐藤まどか氏講演会について、を説明い

たします。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、青梅市中央図書館開館１０周年記念特別講演会・青梅市子

ども読書活動推進事業講演会 児童文学作家 佐藤まどか氏講演会についてご説明いたします。

平成２０年３月にオープンの中央図書館は、３月で開館丸１０年を迎えました。青梅市中央図

書館開館１０周年を記念して、イタリアのトスカーナに在住の児童文学作家佐藤まどか氏をお招

きして、ご講演を賜ります。チラシに書影を紹介しております佐藤氏の作品『一〇五度』は、本

年度公益財団法人全国学校図書館協議会主催の青少年読書感想文全国コンクールにおいて、中学

生の課題図書に選出されております。

日時は６月２３日（土）、開演は１４時からとなっております。会場は中央図書館多目的室、

対象は小学生以上としております。

広報おうめ６月１日号で周知し、電話での事前申し込みにて受講生を募ります。定員６０名で

す。

チラシに記載のとおり、当日サイン会を予定しておりますが、佐藤氏の著書をお持ちでない方

のために、市内書店の方にご協力いただき、会場での書籍販売も計画しております。

遠くイタリアのシエナから日本の若者を応援し続ける佐藤氏の熱いメッセージにご期待くだ

さい。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござい

ますか。

【委員（手塚）】 こんなすてきな方がなぜ来ていただけることになったのか、何か関係があるん

ですか。もしあれば、ご紹介いただければと思いまして。

【社会教育課長（塚本）】 実は、この佐藤まどかさんにつきましては、２年前に私の高校の後輩

から「佐藤まどかという人を知っているか」と連絡がありました。その後輩は図書館に勤務して

いるんですが。どうも私と同じ代の、高校時代の同級生だという連絡を受けまして、連絡をとり

ましたら、昨年一時帰国の際にこちらの方に遊びに来ていただきました。そのときに、ぜひ今度、

広報の関係があるので事前に一時帰国する際には連絡して、必ず講演会をしてくれと頼んでおき

まして、この度実現の運びとなったと、そういうことでございます。どうぞよろしくお願いいた

します。

【委員（手塚）】 ぜひ中学校の方にＰＲをいっぱいしていただいて。自分が小学生のときは、こ

の青少年読書感想文全国コンクールというのに自分も応募をしていましたし、学校でやっていた
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記憶があるんですけど、自分の子どもたちはあまり応募していなくて、ないのかなと思ったんで

すけど、ぜひ夏休み前に周知して、夏休みに青梅の子どもたちにいっぱい応募していただければ

と思いますので、ＰＲの方をよろしくお願いいたします。

【教育長（岡田）】 周知方法、何かあれば。

【社会教育課長（塚本）】 ありがとうございます。ぜひ校長会等で周知を図ってまいりたいと思

います。

【教育長（岡田）】 先着６０名で、もしもそれ以上来た場合、どうしますか。

【社会教育課長（塚本）】 当日スペースが空いていれば、こそこそっと入ってくる分には大丈夫

かと思います。一応事前申し込みは６０で切らせていただきたいと思います。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

同じ日からスタートなので、せっかくなので、その他の資料の中にあるんですが、「子どもＩ

Ｔ未来塾」について、ちょっと説明させてもらいます。

【学務課長（石川）】 お手元に机上配付させていただきました「こどもＩＴ未来塾」という催

しでございます。これは青梅市教育委員会、羽村市教育委員会、公益財団法人青梅佐藤財団の３

者の共催および福生市教育委員会の後援で実施するもので、内容につきましては、「ラズベリーパ

イ」といいまして、英国製で、全世界８００万個売れたソフトだそうですが、それを使って小学

生から本格的なハード・ソフトのプログラミング教室ということで、子どもたちがコンピュータ

のプログラミング並びに国際的なソフトという形で、今回やらせていただきます。

裏面にございますけれども、開催日時につきましては、平成３０年６月２３日（土）から土日

という形で１０月２８日まで計１０回。会場は東青梅センタービル、羽村市生涯学習センターゆ

とろぎを使いまして、合計１０回で開催されます。

講師には、東海大学教授、会津大学准教授、それから私はよく知らないのですが、ゲームプロ

グラマーのおにたま先生という、たぶんこちらの業界では有名な方ではないかと思うんですけれ

ども、それを使いましてプログラミングとかオペレーションシステム、そういったものを学ぶ教

室となっております。

費用ですとか応募方法等につきましては、記載のとおりです。こちらにつきましては、広報お

うめ５月１５日号で募集をかけさせていただきたいと思います。

人数が、小学５年生から中学生で合計１５名。また、ご自宅にそういった環境がある方に限る

ということになっておりますので、こちらにつきましても広報を通じまして周知をさせていただ

きたいというふうに考えております。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 この件につきましては、青梅佐藤財団さんの絶大なるご支援をいただくこと

で実現が可能となりました。先日、前の教育委員さんである中村さんからメールをもらいまして、

こういうことをどんどんさらにやるようにという激励をいただいておりますことを報告させてい

ただきます。
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【委員（手塚）】 青梅市、羽村市、あと福生の後援もあるということで、１５人の中で特に各市

の枠とかそういったことはなく、あくまでも抽選で３つの市のどなたでもという形なのでしょう

か。

【学務課長（石川）】 これ以上詳しいことは承知していないんですけれども、定員を超えてしま

った場合には、いずれにしましても抽選という形です。申し込みのはがきの中に応募動機等を書

いていただいた上でということになりますので、そういったところも選考の参考にはなるのかな

という気はしております。いずれにしても定員を超えた場合には抽選という形になると思います。

【教育長（岡田）】 初めての企画ですので、ぜひこれを機会に、ノーベル賞を目指す子どもが一

人でも出てくることを願っているところでございます。

よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

９ 諸報告 

    (１) 委員会等会議録 

     ア 青梅市図書館運営協議会会議録（社会教育課） 

     イ  青梅市美術館運営委員会会議録（文化課） 

    (２) 事業等の実施予定について 

     ア 生涯学習事業実施予定について（社会教育課） 

    (３) 事業等の実施結果について 

     ア 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項 9、諸報告ですが、あらかじめ各委員には事前に目を
通していただいておりますので、何かご質問、ご意見等ございましたらお願いいたします。

【委員（手塚）】 図書館運営協議会会議録の３ページ目のところに、委員の方から、前回の東京

オリンピックのコースに入っていた青梅市の聖火リレーの掘り起こし等何か企画できたらいいな

というところで、第七中学校で前石田校長先生がその辺の資料をすごくきちんと集めてくださっ

て展示されていましたので、情報として、あそこにありますよというのをお伝えいただければな

と思いました。

以上です。

【教育長（岡田）】 この点なんですが、この４月の機構改革でスポーツ推進課にオリ・パラ担当

ができまして、私の方で先日、第七中学校の榎戸校長先生と所有者でありますスクールソーシャ

ルワーカーの遠藤先生にお話しさせていただいたところ、これからオリ・パラ担当の方で現物を

見て、２０２０年に向けて本庁舎あるいは総合体育館で展示をしていきたいと考えているところ

です。

先日、本物の聖火リレーのトーチをＮＨＫの取材で貸し出したそうなんですが、ところがそこ

にオリンピックのマークが入っているので放映が今のところできないということで、せっかく編

集したらしいんですが、放映が止まっているという状況だそうです。なかなかそのマークが映る
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ことに対するＩＯＣの厳しいというか、勝手に使えないそうですので。そんなお話がありました。

ほかにはよろしいでしょうか。

【委員（大野）】 質問ですけど、やはりこの図書館運営協議会会議録の２ページ目に、司書が全

校配置になったとありまして、その関連ですけど、もうすべての学校に司書が置けるように、も

う人も決まりということで、動き始めたんですか。

【社会教育課長（塚本）】 人材の確保は整いまして、トータルで有資格者６割超えという形で確

保できました。配置につきましても、各学校の意向に沿った形で、配置のシフトの方を完了した

ところです。

【教育長（岡田）】 もう実際に５月は行っているんですよね。

【社会教育課長（塚本）】 ５月は研修で、これからたぶん行くようになると思います。

【委員（手塚）】 ５月２日に小学校の支援員さんの研修にお邪魔させていただきました。各学校

の行事の資料なんかもきちんと担当者の手元にある状態ですし、先生方とのご挨拶も順次されて

いらっしゃるということと、あと研修はもちろんですし、ＴＲＣの担当者の方が「何か困ったこ

とや質問があったらいつでも私に」というような声かけを支援員の方にされていまして、こうい

うバックアップ体制で働けるというのは、支援員の方たちも安心できるかなと思いました。プロ

の目で見ていただくことで、各学校の問題点だとか、今年１年間やっていただいて反省点みたい

なものをぜひあげてくださいということを担当の方にお願いしました。スタートなので、支援員

の方も大変かとは思うんですけれども、そういう意味ではいいスタートなのではないかなと思い

ます。それを見ていて思ったのが、教育支援員さんたちにもこういった場があったら、きっと皆

さん色々相談したり、質問したり、いいだろうなと思いながら拝見させていただきました。先日

はありがとうございました。

【委員（稲葉）】 ４月末から１週間、香港に行ってきまして、香港の小学校を視察させていただ

きました。そのときに図書館も見せていただいたときに、香港の全小学校には図書館司書がきち

っとついていて、その司書さんたちが図書館の管理ということだけではなくて、実際に各教室を

回って図書の授業をしているということを聞きました。一応そういう司書さんが置けるようにな

ったところで、落ち着いたら司書さんが各クラスへ回って、何か本に対しての授業ができるよう

なシステムができるととてもいいなと思ったところです。

感想まで。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

それでは、教育長報告事項は以上で終了いたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

再 日程第３ 教育長報告事項 

３ 青梅市教育委員会事務委任規則第３条にもとづく専決処分の報告について（指導室） 

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項３、青梅市教育委員会事務委任規則第３条にもとづく

専決処分の報告について、を議題といたします。
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本件は、青梅市立小・中学校教職員の人事異動の決定に関し、青梅市教育委員会事務委任規則

第２条の規定にもとづき、教育長の臨時代理をもって専決処分した事案について、規則第３条の

規定にもとづく報告であります。

本件は人事案件であることから、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項お

よび同条第８項の規定にもとづき、非公開としたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、出席委員の３分の２以上の多数で議決しまし

たので、非公開とすることに決定いたしました。

ここで、関係する職員以外の方の退席を求めます。

〔 退 席 〕

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【非公開】 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【公開】

【教育長（岡田）】 ここから、会議を公開といたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 以上で、予定された案件についてはすべて終了いたしました。

その他、何かありますか。

それでは、今後の日程について教育総務課長から説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 あらかじめご配付しました今後の日程表をご覧ください。

本日午後２時３０分から、青梅市中学校教育研究会が開催されます。

以下のところはお目通しをいただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

以上です。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 以上で予定された案件についてはすべて終了いたしました。 

その他、何かありますか。 

 よろしいでしょうか。 

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第４ 教育長閉議および閉会宣言 

【教育長（岡田）】 以上で本日の日程は終了しましたので、閉会といたします。お疲れさまでし

た。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

午後２時２０分閉会
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青梅市教育委員会会議規則第２６条の規定により、ここに署名する。

青梅市教育委員会教育長   

青梅市教育委員会委員


